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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世ヨーロッパ周縁部の国家編成に見られた地域統合の方

法と論理に着目し、戦争・内乱などの背景に立ち現れる普遍的な秩序観や君主観の存在、そう

した観念に基づいて実践された統治者と地域社会の交渉、その結果としての多様な結合関係を

比較した。その結果、普遍的な秩序観や君主観を脊柱としながら複数の地域が集塊する、近世

ヨーロッパに普遍的な国家の輪郭を、「礫岩国家」として結論づけた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study focused on methods and logics of regional integration 

which we can confirm on the state-formation in the early modern peripheral Europe, and 

we compared visions of public order or images of universal monarch, processes of 

negotiation between ruler and communities, various relations between them which were 

based on such negotiations, among north, south, east and west European cases. From such 

comparative studies, we derived the methodological concept of " the conglomerate state" as 

one of general aspects of the early modern state-formation to agglomerate plural regions on 

diverse relations to monarch depending on various images of universal order. 
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１．研究開始当初の背景 

 近世ヨーロッパの国家形成をめぐる研究
は、特定領域内における正当な暴力行使の独
占を要求する組織としての M.ウェーバーに
よる国家の定義以来、長らく近代国家への発
展過程を論じる議論のなかに位置づけられ
てきた。 

 

 （１）研究史上、初期的な近代国家形成を
近世国家に見る歴史社会学の知見は、公共善
の促進を建前とした自律的な国家機構の形
成過程や特定領域内で対立する社会集団や
地縁集団の調停者たる国家機構の形成過程
を明らかにしていた。 

 

 （２）その一方で、近世ヨーロッパの実態
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に即した政治史・社会史研究の進展に裏付け
られた歴史学の知見は、国家主権の及ぶ範囲
をして領域と捉える近代的な国家観では捉
えられない近世に独特な複合的国家編成の
存在を明らかにしていた。 

 

 ①ヨーロッパの歴史学界では、複数の王国
が連合するスペインを事例に提唱された J.H.

エリオットによる複合王制論や、王国のみに
限らず中世以来育まれてきた多様な政体が
特定王権のもとに複合するスウェーデンを
事例に提唱された H.グスタフソンによる複
合国家論などが個別に議論されていた。 

 

 ②しかし、これらの複合的国家編成に関す
る従来の議論は、各地域の個別事例に基づい
た実証が各国の歴史学界で進められるだけ
で、それらの知見が有機的に結びつけられず、
さらにそれらの議論も多様な利害関心をも
った政体が単一の為政者の統治権を承認す
ることでモザイク状に寄り集まった点を指
摘するだけに止まっていた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の最大の目的は、ヨーロッパ各国の
歴史学界において、従来地域別に議論される
ままであった東・西・南・北ヨーロッパの複
合的国家編成に関する知見を有機的に結び
つけることで、近世ヨーロッパに独特な国家
編成の普遍的な特徴を明らかにすることに
置かれた。 

 

（１）本研究の史学史上の目的は、近代主義
的な国家観を前提としては理解できない近
世ヨーロッパに独特な国家編成のあり方を
示すことで、国家形成史研究において根強い
近代的国民国家観の相対化に置かれた。同時
に、歴史的ヨーロッパの言説空間において
「周縁」に位置する地域に関するモノグラフ
を結合しながら、歴史的ヨーロッパの政治社
会がもつ「普遍」性を逆照射することで、西
欧理解を重視してきた日本の西洋史学研究
の方法に再考を促す目的もあった。 

 

（２）本研究の方法論上の目的は、ヨーロッ
パ各国の歴史学界におけるモノグラフを日
本語という共通語で比較検討できる日本の
歴史学界の利点を活用することで、ヨーロッ
パ各国の歴史学界の事情の違いに応じて理
解が異なる複合国家論に包括的な議論のフ
ォーマットを提供することに置かれた。具体
的には、複合的国家編成の制度的側面と理念
的側面に関する比較検討の基準を提案する
ことで、歴史的ヨーロッパに独特な政治社会
をひろく議論する上で共有されるべき比較
検討の基準を設定することに目的があった。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、複合的国家編成をめぐる研究実
績が厚いイベリア半島、ブリテン諸島、中央
ヨーロッパ、バルト海沿岸を対象とした研究
者を結集、以下に掲げる共通の基準でもって
複合的国家編成の比較検討を共同で進める
ことで、近世ヨーロッパの言語空間の実態に
即した普遍的な国家像を示そうとした。 
 
（１）各々の地域における人的・物的資源の
動員をめぐって構築された国家機構の比
較：この基準は、国家機構を経営した統治エ
リートの視点に立った「上からのベクトル」
に基づき、この観点から近世に築かれた経営
的国家概念とその後の近代的国家経営との
関連を明らかにすることを試みた。 
 
（２）各々の地域住民に抱かれた行動規範や
価値基準との関係においた政治支配の正統
性の比較：これは、複合的国家編成に包含さ
れた様々な社会集団や地域住民の視点に立
った「下からのベクトル」に基づく基準で、
近世国家の正統性をめぐる議論で垣間見ら
れる中世以来の伝統的な秩序概念と近世に
おける国家編成との関連を明らかにしよう
とした。 
 
（３）各々の地域における国家活動への住民
の政治参加、あるいは統治エリートと地域住
民との交渉における政治表明の比較：これは、
上記の（１）、（２）に掲げた「上からのベク
トル」と「下からのベクトル」が交錯する検
討基準で、単一の為政者の統治権のもとに多
様な政体がモザイク状に複合する広域的国
家編成がどのような過程をたどって構築さ
れたのかを明らかにしようとした。 
 
４．研究成果 
 本研究は、国内外の研究者を招いた研究会
を重ねるなかで、当該地域に独特な法慣習に
従った地域統合の過程や、広域的に拡張する
人的結合に従った地域統合の過程など、「地
域と地域とを結びつける統合の方法と論理」
に具体的な比較軸を定めることで、東西南北
ヨーロッパに見られた複合的国家編成の検
討を進め、そこで確認された近世ヨーロッパ
の政治社会に普遍的に確認できる国家編成
のあり方を、「礫岩国家」という概念でもっ
て結論づけた。 
 
（１）本研究は、「地域と地域とを結びつけ
る統合の方法と論理」に着目し、各々の国家
編成を比較した。その成果として、①王位継
承や戦争・内乱など、各地域固有の情勢を背
景として立ち現れる普遍的な秩序観や君主
観の存在や、②そうした観念に基礎づけなが
ら実践された統治権力と服属関係の交渉過



程、③その結果としての地域間の結合関係の
多様性が明らかとなった。 
 
（２）本研究は、近世ヨーロッパの政治社会
において普遍的な秩序観や君主観を脊柱と
しながら複数の地域が集塊する国家の輪郭
を、様々な形質をもった礫が固結してできる
「礫岩」という地質学用語に準えつつ「礫岩
国家」と定義し、その成果を日本西洋史学界
第 63 回大会小シンポジウム「近世ヨーロッ
パにおける礫岩国家 ―複合する政体、集塊
する地域―」で披瀝した。 
 
（３）本研究は、従来の国制史の成果に概念
史の知見を融合する研究手法をもって、各地
域の国家編成に見られた礫岩的状況を確認
したが、このような研究手法は、ヨーロッパ
を越えてアジアやアメリカにおける国家編
成を比較可能な視座を提供しうるとの認識
を得ている。また本研究の過程で、近世ヨー
ロッパの国家形態に特化して議論されてき
た複合国家論を動態的観点から刷新する問
題が新たに見いだされた。歴史的ヨーロッパ
に特有な政治秩序としての複合政体のあり
方に着目し、その長期的な持続の背景として、
全ヨーロッパを覆った政治・社会・文化的変
動に応じた政体理念と統治実践のダイナミ
ックな変化の関係に対する検討は、今後の課
題として継続される。 
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